
（こくごさんすう）学習指導略案 

１． 日時・場所：１２月８日（木）１０：００～１０：４０・小学部 2 年 3 組 

２． 学年・グループ：２年生児童（３名）めろん１グループ 

３． 担 当：◎野見山 安田 

４． 単元(題材)名：でんしゃごっこ 

５． 単元目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．単元の評価規準 ◎本時の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・身近な言葉がわかってい

る。◎ 

・具体物に気づき、つかも

うとしている。 

・着席して話者に注目し、表

情や身振り、発声等で応答

しようとしている。◎ 

・教員と手を合わせたり具体

物の形を捉えて箱に入れ

たりしようとしている。◎ 

・自分から活動に取り組もう

としている。 

・あそびを通して、教員と関

わろうとしたり、意思の表

出をしようしたりしてい

る。◎ 

７.本時の目標：（自立活動）・一定時間、姿勢を保持し椅子に座ることができる。 

国語・自分の名前がわかり、表情や身振り、発声等で応答しようとする。(知・技)  (思・判・表) 

算数・カードを所定の位置に貼ったり、箱に入れたりしようとする。 (思・判・表) 

・好きな活動（バランスボール／トランポリン）を選ぶことができる。（学・人） 

７． 展 開  (１０(本時)／１２(全時間)) 

時間 内容 指導上の留意点 

０ 

 

 

３ 

 

 

 

１３ 

 

 

 

２０ 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

１、はじまりのあいさつ 

・予定の確認 

 

２、ふれあいあそび 

「こちょこちょでんしゃ」 

・教員と手を合わせる。 

・かかわりを受け入れる。 

３、なまえ 

・呼名に応じる。 

・電車の枠内に写真カード

を貼る。 

４、えほん 

「れんけつ ガッチャン」 

 

 

５、でんしゃごっこ 

・切符をつかむ。 

・切符を教員に手渡す。 

・電車になってあそぶ。 

① トンネルくぐり 

② トランポリン／ 

バランスボール 

 

６、ふりかえり 

 おわりのあいさつ 

・集中できるように座席を配慮する。 

・活動内容をイラストで示して、内容と終わり（おしまいボッ

クスに入れて、なくなる）が視覚的にわかるようにする。 

・児童の好きな体勢でリラックスして活動できるようにする。

様々な体の部位を刺激し、体への感覚を高められるようにす

る。教員との手つなぎから、徐々に教員と手を合わせるよう

にする。 

・手本を見せる。写真カードは厚みをつけて操作しやすいよう

にする。カードを貼る位置がわかりやすいように、枠に色を

付ける。 

 

・注目しやすいように、絵本を紙芝居にして内容を絞って提示

する。「コトコト」「ガッチャン」等繰り返しの言葉を大切に

抑揚をつけて読み聞かせする。 

 

・２つの容器を用意し、切符を一方に入れて提示する。切符に

気づいて、つかんで教員に手渡すように促す。（ある、ない） 

・電車（四つ這い）になって、いろいろな感覚運動あそびに取

り組み、姿勢保持やバランス感覚を養えるようにする。 

・音楽を流して、楽しい雰囲気づくりをする。 

・課題の最後に好きな活動を設定し、どちらがしたいか

選択する機会をつくる。（意思の表出） 

 

・気持ちを表す言葉をイラストと共に提示して、児童の

気持ちを代弁する。 

 

準備物：予定カード、音源、顔写真カード、電車枠、トンネル、トランポリン、バランスボール

・ 

 

 

 

 ・ 

(思考・判断・表現) 

・着席して話者に注目し、

表情や身振り、発声等で

応答しようとする。 

・教員と手を合わせたり、

具体物の形を捉えて箱に

入れたりしようとする。 

(学びに向かう力・人間性) 

・自分から活動に取り組もうと

する。 

・あそびを通して、教員とか 

かわろうとしたり、意思の表

出をしようとしたりする。 

（知識・技能) 

・身近な言葉がわかる。（自

分の名前、座る、入れるな

どの簡単な言葉） 

・具体物に気づき、つかもう

とする。 



 

狙いに線を引く 


